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 富士フイルム株式会社（本社：東京都港区、社長：助野 健児、以下 富士フイルム）と株式会社キャンバス（本

社：静岡県沼津市、社長：河邊拓己、以下 キャンバス）は、6 月 26 日、ペプチド*1を用いたがん免疫治療薬の共同

研究契約を締結いたしましたので、お知らせいたします。本共同研究では、中分子医薬品の分野を中心に、がん

免疫治療薬の候補化合物の創出を目指します。 

 

がんの一般的な治療法には、抗がん剤投与、外科手術、放射線照射がありますが、近年、これらに次ぐ第 4 の

治療法としてがん免疫療法が注目されています。がん免疫療法は、生体の持つ免疫機能を高めてがん細胞を死

滅させる治療法で、抗がん剤投与や放射線照射と比べて副作用が少なく、延命効果も期待できることから、がん

免疫治療薬の研究開発が進んでいます。なかでも抗体を用いたがん免疫治療薬の研究開発が活発化しており、

既に上市されたものがありますが、適応症の患者全てには治療効果が期待できないという問題があります。 

 

富士フイルムとキャンバスは、今回締結した共同研究契約の下、ペプチドを用いた中分子医薬品などの分野で、

がん免疫治療薬の候補化合物の創出を目指します。中分子医薬品は、細胞膜透過性に優れる低分子医薬品の

特長と、標的への特異性や結合力が高いため副作用が少ない抗体医薬品の特長を併せ持った医薬品で、有効

成分が細胞内に入ることにより、細胞内でのたんぱく質間相互作用*2を阻害するアプローチなどが可能になるため、

従来の医薬品とは異なる新しい創薬標的が狙えるといわれています。 

今回の共同研究では、富士フイルムが、写真フィルムの研究開発で培った、高度な化合物の合成力や設計技

術、抗がん剤の研究開発の知見やノウハウなどを活かし、ペプチド及び低分子化合物の合成・設計を行います。

またキャンバスは、ペプチドを用いた抗がん剤候補品の創薬研究で蓄積してきた経験に基づき、富士フイルムが

合成・設計した候補化合物の薬効評価を実施します。 

 

今後、富士フイルムとキャンバスは、新規がん免疫治療薬の創出を通じて、がん患者に対する治療法の新たな

選択肢を提供することを目指します。  

 

*1 ペプチドとは、一般的にアミノ酸が 2～50 個程度繋がったタンパク質の断片。生体内のペプチドのアミノ酸や立体構造を参考にした

人工的なペプチドを有効成分とする中分子医薬品を開発することで、アンメットメディカルニーズの充足に貢献すると期待されて

います。 

*2 たんぱく質間相互作用とは、たんぱく質が、代謝やシグナル伝達などの機能を果たすために他のタンパク質などと結合する作   

用のこと。その仕組みを解明し、人工的に化合物を設計することで、創薬に繋がる化合物が得られる可能性が高いと考えられてい

ます。 

 



 
 

＜富士フイルム株式会社について＞ 

富士フイルム株式会社は、ヘルスケア、高機能材料、デジタルイメージング、グラフィックアーツ、光学デバイスな

どの分野で事業を展開しています。なかでも注力するヘルスケアでは、機能性化粧品やサプリメントを扱う「予防」

領域から、デジタル X 線画像診断装置や内視鏡、超音波診断装置などの医療機器を扱う「診断」領域、医薬品や

再生医療製品を扱う「治療」領域までカバーし、事業拡大に向けた取り組みを積極的に行っています。現在、「治

療」領域では、アンメットメディカルニーズが高い「がん」「中枢神経疾患」「感染症」をターゲットとし、画期的な新薬

創出に向けて研究開発を推進しています。 

 

 

＜株式会社キャンバスについて＞ 

株式会社キャンバスは、独自の創薬プラットフォームと機動的な基礎研究チーム・臨床開発チームを有し、自社創

出の化合物による新規抗癌剤開発を目指す創薬ベンチャーです。免疫系抗がん剤との併用による臨床試験（フェ

ーズ 1b試験）を近日開始する予定の「CBP501」、提携先Stemline社において臨床第 1 相試験実施中の低分子化

合物「CBS9106」などの臨床開発段階にある複数の化合物を有します。さらに、次世代化合物パイプラインの創出

にも積極的に取り組んでいます。キャンバスについて詳細はウェブサイト www.canbas.co.jp をご覧ください。  

 

 

 

本件に関するお問い合わせは、下記にお願いいたします。 

富士フイルム株式会社 

報道関係：コーポレートコミュニケーション部 Tel 03-6271-2000 

その他のお問い合わせ：医薬品事業部 Tel 03-6271-2171 

 

株式会社キャンバス 

管理部 Tel 055-954-3666 E-mail ir@canbas.co.jp 


